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日本中小企業学会第 40 回全国大会に向けて 

会長 佐竹隆幸 

日本中小企業学会第 40 回全国大会は、2020 年 10 月 10 日～11 日に、駒澤大学を開催校とするオンライ

ン大会として開催される。コロナ禍のなか、全国の先生方が大会開催校に集まる形式での開催は困難である

と判断し、集合形式での本年度全国大会を断念した。まことに断腸の思いである。ただし学会における全国

大会とは、1 年に一度先生方が集まり研究成果の報告・議論をする場であり、中小企業研究の歩みを止めな

いためにも欠かせない学会としての最重要の行事ある。安全面と重要性といった複数の要素を勘案して、今

回の全国大会は当学会史上初のオンライン形式での開催とした。今大会の統一論題解題(テーマ)は「中小企

業研究の継承と発展―日本中小企業学会 40 年間の軌跡―」である。 

当学会 40 周年を迎える記念の大会として、本学会を長年にわたり牽引され、会長、副会長を務めてこら

れた大御所の中小企業研究者の先生方に登壇を頂き、「世代間の研究の継承」の機会を持つこととする。今

一度、「中小企業とは何か」という、中小企業研究の出発点にして最大の本質論的な研究課題を考え、中小企

業研究の理論的、本質論的、政策的、経営的、歴史的、国際比較的な総論的研究を牽引してきた先人の研究

者の方々の言葉に触れていきたい。その上で、日本の中小企業研究は、日本あるいは世界の社会科学のなか

で、どのような学問的独自性を持ち、本学会がどのような学術的・社会的意義および対外的な発信を求めら

れているのかについて考えたい。世代を超えた活発な議論を通じて、中小企業研究および本学会の発展可能

性、これからの展望を模索することを目指す。 

統一論題解題(テーマ)は、堀潔副会長・プログラム委員長(桜美林大学)と長山宗広全国大会準備委員長（駒

澤大学）を中心として、プログラム委員会で設定された。統一論題では、40 周年記念報告として、渡辺幸男

氏(慶應義塾大学名誉教授)に「社会的分業構造と中小企業」、港徹雄氏(青山学院大学名誉教授)に「日本型企

業間分業システムの成果と課題」、足立文彦氏(金城学院大学名誉教授)に「アジアの経済発展と日本の中小企

業研究」、黒瀬直宏氏(元嘉悦大学教授／アジア中小企業協力機構理事長)に「中小企業の発展性と問題性」、

太田進一氏(同志社大学名誉教授)に「下請・企業系列」、二場邦彦氏(立命館大学名誉教授)に「日本の中小企

業研究の到達点と課題」についてご報告いただく。堀潔氏(桜美林大学)、寺岡寛氏(中京大学)、佐竹隆幸(関

西学院大学)を座長として、有意義な議論が展開されるだろう。自由論題については、国際化、経営問題、政

策史、産業集積、地域、情報技術の 6 分科会が設定され、17 の報告が予定される。多様なテーマにもとづ

き、活発な議論が行われることが期待される。 

信金中央金庫 地域・中小企業研究所(松崎英一所長)のご協賛をいただき実施している国際交流セッション

については、共通演題を「中小企業研究と中小企業政策の展開 日本と世界の視点から」として開催される。

長谷川榮一氏(内閣総理大臣補佐官室／元中小企業庁長官)から「中小企業を巡る諸課題と進むべき方向性」

についてご講演をいただく。三井逸友氏(横浜国立大学名誉教授)より「『世界の中の日本中小企業』研究の半

世紀を考える」報告をいただく。Alexander Coad 氏(早稲田大学)からは“The relationship between academic 

research and policy-making on innovation and entrepreneurship: some insights from international organizations”につ

いてご報告をいただく予定である。これらは河合憲史氏(上智大学)を討論者とし、岡室博之氏(一橋大学)の座

長のもと行われる。グローバル社会が大きな変化を迎えているなか、中小企業研究における日本と世界との

関りを学び議論することは、これからの中小企業研究を前進させるためにも有意義な取組であろう。 

今回の全国大会ではコロナ禍の最中での初のオンライン開催となり、試行錯誤を繰り返しながら多くの会
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員のご協力とご支援の下で準備が進められている。とりわけ開催校である駒澤大学の全国大会準備委員会と

東部部会の役員・関係者の皆様には改めて心からお礼を申し上げたい。第 40 回全国大会ではオンラインな

らではのメリットを生かしながら、従来よりもより多くの会員の参加を得て、集合開催と変わらぬ有益な時

間を共有できることを期待している。 

第 41 回会員総会および第 40 回全国大会のプログラム 
 10 月 10 日（土）、11 日（日）に行われる第 41 回会員総会および第 40 回全国大会プログラムが決定いたし

ましたのでお知らせします。なお正式のプログラムと『報告要旨』は、大会準備委員会より大会案内とともに

全会員に送付されます。 

 

≪統一論題：中小企業研究の継承と発展－日本中小企業学会 40 年間の軌跡－≫ 
 

【開催校・開催場所】 駒澤大学(オンライン開催) 

連絡先 
住 所：〒154-8525 東京都世田谷区駒沢 1-23-1 
    駒澤大学 経済学部（長山研究室） 
E-mail： support@jasbs40th.com 

 
大会準備委員会委員長 駒沢大学 長山 宗広 

 
※開催校に参集いただく集合形式の開催ではなく、オンライン開催になります。 
参加にあたっては、下記のオンライン大会専用ホームページより、 
9 月 11 日（金）までに参加登録をお願いいたします。 
詳細は大会準備委員会から送付されます大会案内をご覧ください。 

≪オンライン大会専用ホームページ≫ https://www.jasbs40th.com/ 
 

【日程】2020 年 10 月 9 日(金) 役員会、編集委員会、10 月 10 日(土)～10 月 11 日(日) 第 40 回全国大会 
 

 ≪第１日目≫ 10 月 10 日(土)  

9:30～12:00 自由論題報告（その１） （オンライン 開催） 

第１分科会 (ZOOM 会場 A) 【国際化】 座 長 文能 照之 (近畿大学) 

(1) 中小企業における内なる国際化と海外生産 報告者 

討論者 

弘中 史子 

駒形 哲哉 

(中京大学) 

(慶応義塾大学) 

(2) グローバル・バリュー・チェーンにおいて成長戦略が中小企業の 

アップグレードに及ぼす影響－東アジア諸国の比較研究－ 

報告者 姜  尚民 (環太平洋大学) 

 討論者 前田 啓一 (大阪商業大学） 

(3) 中小企業経営者の健康に事業承継が及ぼす影響 

－日仏比較研究－ 

報告者 

討論者 

田村 豊 

山本 聡 

(愛知東邦大学) 

(東洋大学) 

第２分科会 (ZOOM 会場 B) 【経営問題】 座 長 黄  完晟 (九州産業大学) 

(1) 新型コロナウイルスの感染拡大による中小企業への影響について 報告者 品田 雄志 (信金中央金庫) 

 討論者 出家 健治 (熊本学園大学) 

(2) 地域中小企業における事業承継後の存立課題 

－承継者への経営支援から－ 

報告者 小田 利広 (関西中小工業協議会) 

 討論者 今野 喜文 (北海学園大学) 

(3) 小規模企業での両利きの経営実現における組織形成についての一考察 

－事業承継期の企業に関する実証研究から－ 

報告者 瓶内 栄作 (兵庫県立大学大学院生) 

 討論者 八幡 一秀 (中央大学) 

第３分科会 (ZOOM 会場 C) 【政策史】 座 長 渡辺 俊三 (名城大学名誉教授) 

(1) 2010 年代の英国の中小企業政策の回顧と日本への含意 報告者 藤野 洋 (西武文理大学) 

  討論者 鹿住 倫世 (専修大学) 

(2) Place-based な中小企業金融政策の原点 

－終戦期大阪の近代化資金融資の事例－ 

報告者 高野 佳佑 (筑波大学大学院生 

/一橋大学) 

 討論者 齊藤 正 (駒澤大学) 

(3) 中小企業基本法改正後の政策変遷と課題 報告者 和田 耕治 (日本大学) 

  討論者 安田 武彦 (東洋大学) 
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12:00～13:30 昼食休憩    機材メンテナンス 

 役 員 会 （ZOOM 会場 D） 

13:30～14:30   会員総会 （ZOOM 会場 E） 

14:40～17:10 信金中央金庫 地域・中小企業研究所協賛・国際交流セッション (ZOOM 会場 A) 

 開会挨拶 松崎 英一氏（信金中央金庫 地域・中小企業研究所長） 

 共通演題 中小企業研究と中小企業政策の展開 日本と世界の視点から 

    

 座長 岡室 博之 (一橋大学) 

 特別講演 長谷川 榮一 氏 (内閣総理大臣補佐官室／元中小企業庁長官) 

  中小企業を巡る諸課題と進むべき方向性 

 40 周年記念報告 三井 逸友 (横浜国立大学名誉教授) 

  「世界の中の日本中小企業」研究 の半世紀を考える 

 国際交流報告 Alexander Coad (早稲田大学) 

  The relationship between academic research and policy-making on innovation and 

entrepreneurship: some insights from international organizations 

 討論者 河合 憲史 (上智 大学) 

17:30～18:30 オンライン懇親会 

 ≪第２日目≫ 10 月 11 日(日)  

9:30～12:00 自由論題報告（その２） （オンライン 開催） 

第４分科会 (ZOOM 会場 A) 【産業集積】 座 長 本多 哲夫 (大阪市立大学) 

(1) 航空機産業が先導する地域産業クラスターの創出可能性に関する考察 報告者 河藤 佳彦 (専修大学) 

 －飯田・下伊那地域の取組みを中心に－ 討論者 粂野 博行 (大阪商業大学) 

(2) 製茶企業の新規市場開拓と茶農家との関係構築 報告者 西田 郁子 (名古屋市立大学) 

 －愛知県西尾抹茶産地の事例－ 討論者 大田 康博 (徳山大学) 

(3) 山形県清酒製造業における地域資源の標準化による移出産業化 報告者 庄司 義弘 (新潟大学大学院生) 

  討論者 大前 智文 (岐阜協立大学) 

第５分科会 (ZOOM 会場 B) 【地域】 座 長 池田 潔 (大阪商業大学) 

(1) 支援政策の支援 

－「創業支援事業計画」認定制度の効果－ 

報告者 

討論者 

岡室 博之 

高橋 徳行 

(一橋大学) 

(武蔵大学) 

(2) 基礎自治体商工部門の実施体制の現状と課題 

－総務省『地方公共団体定員管理調査』に基づいて－ 

報告者 

 

討論者 

近藤 健一 

武内 靖貴 

梅村 仁 

(兵庫県) 

(兵庫県) 

(大阪経済大学) 

(3) 地域中小企業に関する理論的一考察 

－経営学視点の導入にむけて－ 

報告者 

討論者 

田代 智治

林  伸彦 

(長崎県立大学) 

(愛知学院大学) 

第６分科会 (ZOOM 会場 C) 【情報技術】 座 長 岡田 浩一 (明治大学) 

(1) 中小製造業における情報技術を活用した技能承継 報告者 松井 雄史 (日本政策金融公庫) 

  討論者 山田 基成 (名古屋大学名誉教授) 

(2) 中小ソフトウェア業の受託開発における分業構造の変化 

－ニアショアの新たな可能性－ 

報告者 竹下 智 (大阪経済大学大学院生) 

 討論者 許  伸江 (跡見学園女子大学) 

12:10～13:00 昼食休憩 機材メンテナンス 

13:00～16:30 40 周年記念報告 中小企業研究の継承と発展―日本中小企業学会 40 年間の軌跡 

統一論題Ⅰ (ZOOM 会場 A)  座 長 堀  潔 (桜美林大学) 

(1) 社会的分業構造と中小企業 報告者 渡辺 幸男 (慶應義塾大学名誉教授) 

(2) 日本型企業間分業システムの成果と課題 報告者 港  徹雄 (青山学院大学名誉教授) 

統一論題Ⅱ (ZOOM 会場 A)  座 長 寺岡 寛 (中京大学) 

(1) アジアの経済発展と日本の中小企業 研究－学会報告を中心に－ 報告者 足立 文彦 (金城学院大学名誉教授) 

(2) 中小企業の発展性と問題性－複眼的中小企業論の主張－ 報告者 黒瀬 直宏 (元嘉悦大学 教授／ 

アジア中小企業協力機構理事長) 

統一論題Ⅲ (ZOOM 会場 A)  座 長 佐竹 隆幸 (関西学院大学) 

(1) 下請け・企業系列を中心に 報告者 太田 進一 (同支社大学名誉教授) 

(2) 日本の中小企業研究の到達点と課題 報告者 二場 邦彦 (立命館大学名誉教授) 

16:30 閉会挨拶 第 40 回全国大会準備委員長 長山 宗広 (駒澤 大学) 
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【事務局からのお知らせとお願い】 
 
【第 41 回会員総会 委任状提出のお願い】 
会員総会にご出席いただけない場合は、全国大会準備委員会から別途送付される報告要旨集等に同封される

委任状に記入・押印のうえ、必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。 
 
 
【名簿情報更新のお願い】 
日本中小企業学会では会員名簿を 3 年ぶりに更新します。間違いを防ぎ、名簿管理・作成作業を効率化す

るために、前回同様ウェブ入力方式を採用します。名簿作成にご協力お願いします。以下の URL に各自アク

セスし、必要事項を入力し、「送信」ボタンで送信してください。また、ご住所・ご所属に変更等がございま

したら、同様に以下のフォームにてお知らせください。 

本来は、全国大会開催前に名簿を作成、送信する予定でしたが、回答率が低いため、継続

して更新のお願いをしております。全国大会終了後に名簿の発行を予定しております。 

更新情報の入力がなかった場合、前回名簿と同様の内容を掲載いたします。ご了承のほど宜

しくお願いいたします。 

 

名簿更新用フォーム http://bit.ly/jasbs-meibo2020 

 
【会費納入のお願い】 
個人会員会費を未納の方は下記郵便振替口座まで納入をお願い申し上げます。個人会員会費は 7,000 円で

す。なお、大学院博士後期課程在籍中の会員（学生証のコピーを提出申請した会員）、シニア会員（昨年 10 月

31 日現在で 70 歳に達し、専任の職を有しない会員）については事前の申請により 4,000 円に減額されます。 
 

郵便振替口座：《口座記号番号》00900-5-334434 《加入者名》日本中小企業学会 
 
 振込用紙を遺失された場合、振込手数料をご自身でご負担の上、会費を納入くださいますようお願いします。

振込手数料を事務局側で負担することにより領収証の発行を省略させていただいております。振込の際に発

行される「払込金受領証」を領収証としてご利用ください。 
 
 
【学会論集の発送について】 
学会論集は、近日中に、2020 年 7 月末時点で当該年度分までの会費納入が郵貯ダイレクト上で確認できた

方のみに発送させていただきます。なにとぞご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 
 
 

 
日本中小企業学会・本部事務局 

 
【事務局連絡先】 

〒663-8558 兵庫県西宮市池開町 6-46 
            武庫川女子大学 経営学部 

山下紗矢佳 研究室 宛 
  電子メール： info（アットマーク）mail.jasbs.jp   

 


